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【一次エネルギー需要予測(２００６→２０３０)】

世界のエネルギー需要動向
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大気中のＣＯ２濃度の変化

出典：ＩＰＣＣ第３次評価報告書
Figure 3.2: (b) CO2 concentration in Antarctic ice cores for the past millennium Figure 2.20:Northern Hemisphere anomaly       
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産業革命以降CO2濃度が急増 ２０世紀以降気温上昇が顕著

地球温暖化

産業革命

地球温暖化対策としてＣＯ２削減への取り組みが急務
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世紀



6/29© TOSHIBA CORPORATION 2010

エネルギー資源の確認可採年数

エネルギーセキュリティ

各種電源別のＣＯ２排出量

地球温暖化

ウラン再利用により、
利用年数は約３０００年に延長

原子力の優位性

原子力は、エネルギーセキュリティ・地球温暖化対策で優位
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7/29© TOSHIBA CORPORATION 2010

ＩＥＡ｢エネルギー技術展望2008｣における原子力への期待
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２０５０年まで、１２８０基の建設が必要と予測

累計発電
設備容量

今後40年間平均で、32基/年
ベースの建設が必要と予測
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IEA 「Energy Technology Perspectives 2008」より、一部試算

世界の建設実績(～2006) ＣＯ２半減に必要な基数
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ＣＯＬ：Combined Construction and
Operating License (建設・運転一括許可)

今後8基以上の新設計画英国

32基以上／17電力グループ
ＣＯＬ申請済み米国

その他アジア（ベトナム等） 、中東、南米、フィンランド 等で新設計画

50基以上の新設計画中国

12基新設計画日本

2020年まで14基の新設計画インド

世界で新規プラント建設計画が具体化・加速

40基以上の新設計画ﾛｼｱ

その他

原子力プラント新規建設推進の状況
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■32基以上/17電力Grで建設・運転認可申請準備中

建設予定の３２基中１８基(約６割)で東芝グループが貢献

【建設計画内訳】

AP1000    7ｻｲﾄ 14基

ESBWR  5ｻｲﾄ 6基

ＡBWR   1ｻｲﾄ 2基

EPR    4ｻｲﾄ 4基

APWR    1ｻｲﾄ 2基

ＣＯＬ申請中

2ｻｲﾄ 2基

ー

2ｻｲﾄ 2基

ＣＯＬ準備中

3ｻｲﾄ 6基

長納期品3基

一部長納期品

発注状況

1ｻｲﾄ 2基

参考：ＮＥＩホームページ(09/7)  
一部東芝想定

＜米国の状況＞ＣＯＬ申請状況
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増大するエネルギー需要に対応すべく、新規建設加速

■国家エネルギー局発表(２００８年３月)
原子力発電容量： １０ＧＷ ⇒ ６０ＧＷへ

原子力発電比率： ２％ ⇒ ５％へ(2020年)

【候補地点／計画プラント】

＜中国の状況＞
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EPR
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三門２

海陽１

海陽２

台山(腰古)１

台山(腰古)２

【新設スケジュール】

三門建設サイト
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世界から期待される日本の原子力技術

国家的戦略資源としての原子力技術を世界へ展開

欧米： ◆ＴＭＩ事故(1979)、チェルノブイリ事故(1986)で新規建設停滞
米国は、約３０年間新規発注なし

◆新規建設停滞により、特に機器製造供給、建設技術力低下

日本： ◆１９６０年代より、継続して建設技術・ノウハウを蓄積
◆開発・設計から、機器製造供給、建設技術、保守・保全に至る

総合エンジニアリング力を維持・保有

★ 高度なプラント建設技術力
短工期、厳寒地での建設、耐震技術等

★ 総合エンジニアリング力
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BWR: ABWRBWR: ABWR PWR: AP1000PWR: AP1000

水素製造核融合加速器

プラント

建設

保全

サービス
燃料サイクル

先進的原子力応用

放射線

利用
超電導

成型
加工

ウラン
生産

転換 濃縮
再

転換

フロントエンド

再処理 ＭＯＸ燃料

バックエンド

建設

原子力発電所 高速炉開発

運転・保守 廃炉

原子力プラント

ウラン/

燃料製造

高速炉

次世代炉

東芝グループの原子力事業領域

原子力発電から先進的原子力応用までをカバー
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1995 2000 2005 20101970 1975 1980 1985 199019651960 2015

東芝グループの国内原子力発電所建設実績

原子炉：主契約

ＰＷＲ
39% 

（23基）

ＢＷＲ
61% 

（32基）

Ａ
Ｂ

Ｃ

東芝34%

49315MW
（55基）

ＷＥＣ7%

参考：世界の原子力発電開発の動向
2009年版

東芝グループで41%

国内軽水炉建設実績割合（設備容量比）

国内Ｎｏ．１レベルのシェアと長年に亘る豊富な建設実績

建設プラント

建設中プラント

１９６６年事業開始、

建設実績２２基（内主契約１７基）
(＊)台湾２機含む。東芝単独、ＷＥＣ含まず。

WEC： Westinghouse Electric Company (ウェスティングハウス)

＊
＊
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両社技術のシナジーで世界の原子力推進に貢献

ＰＷＲ事業主体ＢＷＲ事業

ＢＷＲ・ＰＷＲ両炉型の提供

既設の信頼性・経済性向上

ＡＰ１０００ＡＰ１０００ＡＢＷＲＡＢＷＲ

タービン 燃 料

東芝グループの取り組み
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世界シェア（東芝＋ＷＥＣ）

ＰＷＲ事業主体ＢＷＲ事業

－世界市場でＢＷＲ/ＰＷＲ両炉型を推進－

運転プラントシェア
原子炉：主契約（設備容量比）

＜東芝グループ 世界ＮＯ．１レベルを確保＞

10基ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

21基日本

6基韓国

2基台湾

5基ｽﾍﾟｲﾝ

2基ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ

2基ｽｲｽ

112基10ｶ国合計

1基ﾌﾞﾗｼﾞﾙ

1基ｽﾛﾍﾞﾆｱ

62基米国

PWR 86基
BWR 26基

その他

Ｅ

Ａ

Ｄ

Ｂ

東芝グループ
28％

Ｃ

390GWe

（432基）

東芝グループの建設実績

出典：日本原子力産業協会 「世界の原子力発電開発の動向 2009年版」

世界Ｎｏ．１のシェアと豊富な軽水炉プラント建設実績
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世界１６ヶ国、６５ヶ所のグローバルＥＰＣ拠点

東芝グループの海外原子力拠点

東芝エンジニアリング本部(磯子)

ＷＥＣピッツバーグ ＴＡＮＥ(ワシントン)

ＷＳＥヴァステラス

＊２００９年１１月時点

ＴＡＮＥ(シャーロット)
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東芝グループの海外建設ビジネスの状況

２０１５年までに世界で約３９基の受注を見込む

■米国(ＣＯＬ１４基申請中)
◆ｻｻﾞﾝ電力 Vogtle-3/4   

(08年4月 EPC契約締結)

◆ｽｷｬﾅ電力 VC Summer-2/3  
(08年5月 EPC契約締結)

◆ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ電力 Levy-1/2
(09年1月 EPC契約締結)

■中国
◆三門サイト1/２号基着工 (09年4月)

◆海陽サイト1/２号基着工 (09年9月)

■フランス
◆ＥＤＦと発電機補修工事に関する

長期メンテナンス契約締結(08年10月)

ＰＷＲ／ＡＰ１０００
■米国

◆ＳＴＰ－３／４(09年2月 EPC契約締結)

◆ＮＲＧ社とＡＢＷＲ事業開発会社
(ＮＩＮＡ)設立(08年2月)

◆現地法人(ＴＡＮＥ)設立
(08年1月 バージニア州)

◆エンジニアリング拠点新設
(09年8月 ノースカロライナ州)

◆ＷＥＣ ＢＷＲトレーニングセンター
設立(09年8月 テネシー州)

◆NRCより米国型ＡＢＷＲ原子炉供給
メーカとして認定(09年8月)

■フィンランド
◆計画検討中プラントのフィジビリティ

スタディ契約(09年7月)

ＢＷＲ／ＡＢＷＲ

ＮＩＮＡ： Nuclear Innovation North America LLC   
ＴＡＮＥ： Toshiba America Nuclear Energy Corporation    
ＥＰＣ： Engineering Procurement & Construction   
ＳＴＰ： South Texas Project    
ＥＤＦ： Electricité de France(フランス電力公社)
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ＰＷＲ技術習得を目的に、東芝技術者を派遣

ＢＷＲ技術共有を目的に、ＷＥＣ技術者と技術交流

米国ABWR建設許認可対応へのＷＥＣのサポート

ＷＥＣとのシナジー

設計

研究開発

共通の基盤技術について、コラボレーションした
ＢＷＲ/ＰＷＲの研究開発を推進

両社のビジネスに必要な開発についてリソースを共有
活用
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原子力発電所設計・建設の流れ

原子力プラントの
仕様設計

総合配置設計
（プロットプラン）

タービン
システム設計

タービン
システム設計

電気系
（制御/計装/電源）

基本設計

電気系
（制御/計装/電源）

基本設計

機器基本設計
・解析

機器基本設計
・解析

システム設計

機器設計

プラントコンセプト立案プラントコンセプト立案

調達／品質保証／情報システム

建設・工事
試運転

建設・工事
試運転

原子炉
システム設計

原子炉
システム設計

プラント設計プラント設計

プロジェクト管理、推進

電気系システム
製造設計・製造

電気系システム
製造設計・製造

原子炉系機器
製造設計・製造

原子炉系機器
製造設計・製造

製造

電気計装制御設計

炉心・燃料設計炉心・燃料設計

化学
システム設計

化学
システム設計



22/29© TOSHIBA CORPORATION 2010

専攻分野と業務の関係
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幅広い分野の人財が必要
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専門知識／専門分野外についての幅広い知識

必要とされる能力

調整能力

創造性

グローバルなコミュニケーション能力

ハードウェアへの強い関心
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共同原子力専攻への期待

即戦力の輩出

高度な専門知識と総合的な知識の習得

グローバル展開における国際性の涵養
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グローバル人財の育成

海海 外外

外国籍社員外国籍社員

日本人グローバル人財日本人グローバル人財
の育成・活用の育成・活用

国国 内内

グローバル化グローバル化

ローカル人財のローカル人財の

育成・活用育成・活用
外国籍従業員の外国籍従業員の

採用・活用採用・活用

グローバル人財グローバル人財

内なる国際化内なる国際化駐在員・研修生駐在員・研修生

経営の現地化経営の現地化 ダイバーシティダイバーシティ

日本人グローバル人財日本人グローバル人財
の育成・活用の育成・活用

国 内

現地法人への駐在

WECへの派遣による育成

ローカル採用

人財の育成

外国籍従業員の

採用・育成

海外事業展開の拡大に伴い全ての分野でグローバル人財が必要

グローバル人財

駐在員・研修生派遣

従業員の多様化

海 外

内なる国際化に向けた教育

現地人財の確保

日本人

外国籍社員
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設立 : 2006年
期間:  2ヶ月

参加者: 35名程度（大卒・修士了レベル）

講師: 大学教授、国際機関職員、

電力・メーカ技術者

国内人財の育成に加え、現地人財の育成が急務

オールジャパンでベトナム、インドネシア等のアジア新規
導入国への支援を展開中

ハノイ工科大学における原子力発電講座

新規導入国への人財育成支援
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原子力市場動向

東芝グループの原子力事業

人財育成の取組み
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まとめ

グローバルな新規原子力発電所建設需要
にWECと連携して対応

グローバルな事業拡大に伴って、人財の
確保・育成が急務

共同原子力専攻に、高度な専門知識及び
総合的知識を習得した、国際性を有する
即戦力の輩出に期待
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